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1． 緒言 
ナノファイバーは，従来からの繊維と比べて圧倒的に大きな表面積を持ち，その布帛は吸湿性や
フィルター性などの機能・性能が飛躍的に向上すると期待されている．近年，エレクトロスピニング法
に代表されるナノファイバーの紡糸法が盛んに研究され，その実用化が始まろうとしている．ナノファ
イバーの実用化には，用途に応じた機能加工が不可欠であるが，樹脂加工やめっきなど繊維表面
を加工剤で被覆する従来からの方法では，ナノファイバーの特徴である小さな繊維径を損ねる．本
研究では，繊維の重要な機能加工のひとつである導電加工として，めっきや樹脂加工と比べ繊維径
に及ぼす影響が小さい，繊維内部への後加工による金属複合化を検討した． 
2． 実験方法 
超臨界二酸化炭
素（scCO2）を媒体と
し，繊維に有機金属
錯体を注入する．注
入した錯体に水素を
作用させ還元分解
し，遊離した金属を
繊維内部に析出さ
せる．これにより，繊維に金属を複合化して導電性を付与する．ナノファイバーは入手が困難であっ
たため，そのモデルとして汎用のナイロン-6 繊維を用い，金属複合化により繊維に導電性が付与で
きるか検討した．繊維への錯体の注入は，scCO2 を媒体に用い，錯体量 100%owf，浴比 1:250，
120℃，25MPa，15h の条件で行った．錯体の還元分解は，錯体量の 10mol 当量の水素を用い，
120℃，0.5MPa，3h の条件で行った．金属を複合化した繊維の導電性は，布帛の体積抵抗率から
評価した．繊維の金属複合化構造は，繊維断面の顕微鏡観察および，X 線光電子分光法（XPS）を
用いた元素分析により評価した． 
3． 結果と考察  
金属を複合化した布帛の写真および，体積抵抗率，重量増加率を図 1 に示す．布帛は，金属を
複合化することで変色し，特に二種類の錯体を 1:1 で混合して処理したとき，金属光沢のある銀色を
呈した．錯体を単独で用いた布帛と比べ，混合して用いた布帛は低い体積抵抗率を示し，その値は
102Ω・cm のオーダーであった．また，錯体を混合して用いた布帛は，単独で用いたものと比べて重
量増加率が大きく，XPS により求めた錯体の還元分解率も高かった．錯体を混合することで，錯体の
繊維への注入量が増加し，さらに水素処理による還元分解が促進された．錯体を混合して用いた布
帛の断面観察および，XPS による深さ方向の元素分析から，繊維内部に金属が複合化されているこ
とを確認した．金属の複合化率は，繊維表面近傍では 10atomic%であり，繊維内部に向かって緩やか
に減少した．以上より，scCO2 を用いた金属複合化により，繊維に導電性を付与できた．今後は，繊
維の金属複合化構造を制御し，より高い導電性の付与を目指すと共に，本研究で開発した技術をナ
ノファイバーに適用していく． 
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図 1 各種錯体を用いて金属複合化したナイロン布帛 
上段から，写真，表面抵抗率，錯体注入後の重量増加率 
